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共済総研レポート №177（2021.10） 

１．第６次エネルギー基本計画

の概要 

経済産業省は７月21日、第６次エ

ネルギー基本計画の素案を公表し

た。同計画は国の中長期的なエネル

ギー基本方針を示す計画で、ほぼ３

年ごとに見直される。政府は昨年10

月に温室効果ガス排出量を2050年ま

でに実質ゼロ、今年４月には2030年

までに2013年度比46％減という目標

を掲げた。今回の計画はその目標に

沿ったものとみられる。 

46％削減の基準時である2013年度

は東日本大震災による原発停止のため化石燃

料による火力発電依存が大幅に高まった時期

に相当する。2013年度の電力に占める化石燃

料比率は88.3％で直近19年度の75.7％に比べ

てもかなり高かった。13年度比46％削減目標

は19年度比で言えば37％削減になる（図１参

照）。 

同計画では「世界的な脱炭素に向けた動き

の中で、国際的なルール形成を主導すること

やこれまで培ってきた脱炭素技術、新たな脱

炭素に資するイノベーションにより国際的な

競争力を高めることが重要」（第６次エネル

ギー基本計画（案）「概要」より）と述べてい

る。 

エネルギー需要のうち、電力部門について

は再エネの主力電源化を徹底し、また、熱、
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（図１）温室効果ガス排出量と化石燃料比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所）経済産業省・資源エネルギー庁、環境省資料より作成 

 

エネルギー基本計画について 

―カーボンニュートラル実現に向けた課題は多い― 

 
専門研究員 古金 義洋 

 

（表１）日本の電力のエネルギー構成と2030年目標 

（％）

年度 2010 2013 2016 2019 2030目標 

再生可能エネルギー 9.5 10.9 14.6 18.1 36～38

 （うち太陽光、風力、地熱、バイオマス） 2.2 3.5 9.5 6.6  

 （うち水力） 7.3 7.3 7.0 10.3  

水素・アンモニア － － － － 1

原子力 25.1 0.9 1.7 6.2 20～22

天然ガス 29.0 40.9 41.4 37.1 20

石炭 27.8 32.9 32.8 31.9 19

石油等 8.6 14.4 9.5 6.6 2

（出所）経済産業省・資源エネルギー庁資料より作成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

   

一般社団法人 JA共済総合研究所 
（https://www.jkri.or.jp/）

 

 

環 境 

 3 
共済総研レポート №177（2021.10） 

燃料など非電力部門については電化

を進め、電化が困難な部門（高温の

熱需要等）では、水素や合成メタン、

合成燃料の活用などにより脱炭素化

を図る方針を示した。 

再エネの電力供給に占める比率を

2019年時点での10.3％（水力を含め

ると18.1％）から30年度時点で水力

を含め従来計画（22～24％）を上回

る約36～38％へと高め、原子力比率

は同6.2％から従来計画と同水準の

約20～22％へ高めることとした（表

１参照）。反面、再エネと原子力以外

の化石燃料（石油、石炭、LNGなど）

については、電力供給に占める比率を同

75.7％から約41％（従来計画は56％）へと引

き下げる。 

省エネなどによってGDP比でのエネルギ

ー消費（エネルギー原単位＝エネルギー消費

÷実質GDP）の継続的低下を見込み（図２参

照）、さらに、エネルギーの中でも再エネの比

率を高め、化石燃料の比率を低くして、温室

効果ガス排出量を減らすというのが今回の計

画だ。 

２．再エネ、原子力を本当に増やせる

か？ 

だが、再エネと原子力の比率を高められる

かどうかについては疑問が多い。 

再エネについては、FIT（固定価格買取制

度）により高価格で電力の買い取りが進めら

れたことで太陽光発電を中心に導入が進ん

だ。しかし、最近は、発電量の増加が頭打ち

になってきている。再エネ（水力を除く）の

発電量は2010～17年度の７年間では年率
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（図２）エネルギー原単位の動き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）一次エネルギー国内供給÷実質GDPとし1990年＝100として指数化。

（出所）経済産業省・資源エネルギー庁、内閣府 

 

（表２）日本と世界のエネルギーコストについての試算 

（円／kWh）

 
日本（資源エネルギー庁） 世界（I EA） 世界（ブルームバ－ク）

2020年 2030年 2020年 2030年 2050年 2021年２Ｈ 

太陽光 12.9 8.2～11.8 4.4～6.6 2.2～4.4 2.2～3.3 5.3

陸上風力 19.8 9.9～17.2 4.4～6.6 4.4～5.5 3.3～4.4 4.5

洋上風力 30.3 26.1 8.8～14.3 4.4～7.7 3.3～5.5 9.1

原子力 11.5～ 11.7～ 7.7～16.5 7.7～13.2 6.6～13.2 

LNG火力 10.7 10.7～14.3     

石炭火力 12.5 13.6～22.4     

ガスコジェネ 9.3～10.6 9.5～10.8     

（出所）日本（資源エネルギー庁）は「発電コストの検証について」総合資源エネルギー調査会基本政策分科会（第48会会合、
2021／８／４）資料より作成 
世界（IEA）は“Net Zero by 2050 Roadmap for the Global Energy Sector”より作成 
世界（ブルームバーグ）はBloomberg New Energy Financeのデータより作成 
IEA、ブルームバーグの数値についてはいずれもドル建てのものを比較のため１ドル＝110円で換算 
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19.0％増と急速に伸びた。しかし、18年度は

前年比12.2％増、19年度同9.6％増と伸びが鈍

化している。 

原因は、①FIT導入時には買い取り価格が

高めに設定されたが、その後徐々に引き下げ

られ、事業者にとってはさほど魅力的なもの

でなくなったこと、②容易に設置できる太陽

光パネルの設置場所が少なくなってきたこと

（設置不適地では土地造成費用が高いことや

自然災害に見合った保険料により高コストと

なる）、③太陽光発電のコストが海外に比べ割

高で（表２参照）、需要者（消費者）サイドか

らみても魅力的でないこと、などがあると考

えられる。 

海外では太陽光同様に風力が主力電源とな

っており、先進国では電源に占める風力の比

率は8.9％と高い。日本の場合、風力の比率は

電力発電量のうち1.1％と太陽光の7.9％に比

べても低い（表３参照）。 

ただ、日本の陸上風力については規制など

により適地は山奥などに限られ高コストにな

っている。欧州などで急増している洋上風力

については日本でも期待されるが、環境への

影響調査などで導入に時間がかかるため、導

入が本格化するのは2030年度以降になるとみ

られている。 

炭素税導入などの制度改革、土地利用など

の面での思い切った規制緩和や技術革新等に

よる再エネの割高なコストの大幅低下などが

なければ、計画通り再エネの比率を高めてい

くことは難しいのではないかとみられる。 

一方、原子力についても電力に占める比率

を20～22％とすることは、東日本大震災以前

の状態（2010年度の同比率は25.1％）に戻す

ことを意味する。再稼働は徐々に進みつつあ

るが世論は必ずしも原発の安全性に納得して

いないように思われる。NHK放送文化研究所

が福島第一原発事故から10年になる前に原発

や防災に対する考えを探るため昨年11～12月

にかけて実施した世論調査によると、「国内に

ある原発を今後どうすべきか」という質問に

対して、それぞれ「増やすべきだ」が３％、

「現状を維持すべきだ」が29％、「減らすべき

だ」が50％、「すべて廃止すべきだ」が17％だ

った。原子力比率が高められるかは疑問が大

きい。仮に、再エネや原子力の比率が高めら

れないとすれば化石燃料依存からの脱却はで

きない。 

 

  

（表３）主要国電力のエネルギー構成（2020年時点） 

（％）

 日本 米国 ドイツ フランス イギリス カナダ イタリア 先進国合計 中国 

再生可能エネルギー 20.9 20.2 45.3 25.2 44.5 69.0 42.5 31.2 29.0

 水力 9.0 7.7 4.5 12.9 2.6 61.1 17.6 14.9 17.8

 風力 1.1 8.4 23.2 8.0 25.1 5.7 6.8 8.9 6.3

 太陽光 7.9 2.3 9.1 2.7 4.2 0.7 9.0 4.0 3.5

 地熱 0.3 0.4 0.0 0.0 - - 2.1 0.5 0.0

原子力 4.2 19.6 11.0 65.8 15.2 14.9 - 17.1 4.7

化石燃料 75.6 61.6 52.0 10.4 52.9 17.6 64.3 54.2 67.7

 石炭 30.2 20.0 24.9 0.9 2.0 4.7 4.6 18.9 63.2

 石油 3.7 0.8 0.8 1.0 0.3 0.8 3.4 1.6 0.1

 天然ガス 36.9 39.1 16.7 6.5 36.3 10.6 48.4 30.2 2.8

（出所）IEA, Monthly Electricity Statistics 
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３．I EAロードマップとの比較 

IEA（国際エネルギー機関）は、５月18日

に“Net Zero by 2050 Roadmap for the 

Global Energy Sector”（以下、IEAロード

マップと呼ぶことにする）を発表した。IEA

ロードマップと今回の日本のエネルギー基本

計画を比較すると、日本の温室効果ガス削減

に向けた動きが海外からみると周回遅れにな

っている様子が窺われる。 

IEAロードマップでは「2030年までに世界

のCO2排出量を削減するための技術はすでに

存在しており」「安価な再エネ技術を利用して

2020年代を再エネの大幅拡大の10年間にす

る」「2050年ネットゼロは2030年までの再エ

ネの猛ダッシュにかかっている」とする。 

具体的な目標として、①世界の電力発電量

に占める再エネの比率を2020年の29％（うち

太陽光＋風力の合計は９％）から2030年に

61％（同40％）、2050年に88％（同68％）に高

め、2035年には先進国のすべての電力をネッ

トゼロ排出にする、②2030年に世界の自動車

販売の60％を電気自動車にする、③2021年に

新規の石油・ガス田開発、新規炭鉱の開発・

拡張を停止、CCUS（二酸化炭素回収・利用・

貯蔵、Carbon dioxide Capture, Utilization 

and Storageの略）対策のとられていない新

規石炭火力設備の建設を停止する、など数値

目標を交えた措置を掲げている。 

また、IEAロードマップは、炭素価格（企

業などが排出する二酸化炭素（CO2）に付け

る値段のことで、「炭素税」や「排出量取引」

が代表例）を先進国で2030年に130ドル／ト

ン、2050年に250ドル／トンと想定している。

仮に、日本が2030年時点で温室効果ガス46％

削減目標が達成できたとしても、日本の2030

年の温室効果ガス排出量は約7.6億トンにな

るが、その際、温室効果ガスの排出に対して、

円換算で約11兆円（130ドル×7.6億トン×

110円＝988億ドル×110円）の負担が必要に

なる計算だ。 

日本でも化石燃料依存を少なくし、温室効

果ガス排出量の削減を真剣に目指すのであれ

ば、炭素税導入など抜本的な措置が必要にな

ろう。だが、今回のエネルギー基本計画では、

８月４日の「エネルギー基本計画（素案②）

見え消し版（修正箇所が分かるように示した

版）
１

」で「炭素税や排出量取引については、

負担の在り方にも考慮しつつ、プライシング

と財源効果両面での投資の促進につながり、

成長に資する制度設計ができるかどうか、専

門的・技術的な議論を進める」との文言が追

加されるにとどまった。産業界からの反対か

らか、負担を求めるような措置に対しては、

政府も積極的な姿勢を示せないでいる点は否

めない。こうした問題先送りが続けられれば、

2050年のカーボンニュートラルの実現は難し

いように思われる。 

（９月21日記） 

１ 「総合資源エネルギー調査会 基本政策分科会（第48回会合）」資料４ 

  https://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/2021/048/048_007.pdf 
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